
・宮崎県の杉丸太生産量は、２７年連続日本一で、

そのうち、県の代表ブランド「飫肥杉」は日南市や

串間市が主な産地であり、主に志布志港から輸出。

一般国道２２０号 （東九州自動車道）油津・夏井道路に係る新規事業採択時評価
ひがしきゅうしゅう あぶらつ なつい

①災害時におけるネットワーク
の脆弱性

効果１ 防災機能の向上【◎】

図２ 国道220号の現状と課題

・南海トラフ地震時の津波浸水域を回避し、災害時の救援活動等にも機能する信頼性の高い高速ネットワークを形成
・宮崎県内で有数の木材産地と物流拠点の志布志港を結ぶ、重要な物流道路を形成し、地域の主要産業を支援
・油津港と連携した広域周遊観光ルートを形成し、観光振興を支援

３．整備効果

・油津港へ寄港するクルーズ船は、近年、大
幅に増加傾向で、また、油津港では世界最
大級のクルーズ船（２２万トン級）の受け入
れ可能な岸壁を整備するなど、観光振興に
注力している。 【図５】

③広域周遊観光に不可欠な高速ネットワーク

・現道の津波浸水区間や防災上危険な箇所を回避し、災害時の
救助活動等においても機能する信頼性の高い高速ネットワーク
を形成。

効果２ 物流効率化による地域産業を支援【◎】
・現道の道路線形が厳しい箇所を回避することにより、走行性、
安全性が向上し、物流効率化による地域産業を支援。

効果３ 広域周遊観光ルート形成による観光振興を支援【◎】
・油津港から周辺観光地への移動時間短縮等により、広域周遊観光ルートが形成され、観光振興支援。

■油津港⇔イルカランドの所要時間 ： 【現況】５６分 ⇒ 【整備後】４１分 （１５分短縮）

図６ 主要観光地と整備により期待される周遊ルート

都井岬(串間市)

宮崎空港

鹿児島空港

図５ 油津港クルーズ船寄港数と観光入込客数の推移

図３ 日南市付近の津波浸水予測図

・当該沿線地域では、南海トラフ地
震による最大津波高さが、九州
で最大の１７ｍと想定されており、
並行する現道の国道２２０号は、
津波により約４割が浸水。更には、
防災上危険な箇所も存在するな
ど、被災リスクが高い。【図２,３】

②物流拠点への走行性、安全性向上

１．事業概要

２．課題
図１ 事業位置図

油津・夏井道路

鹿児島県
宮崎県

資料：宮崎県観光入込客統計調査、志布志市調査、九州クルーズ振興協議会
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寄港数：9倍

伸び悩み(日南市・串間市・志布志市)

⾄⼤分

⾄熊本・福岡

油津港

：現況観光ルート
：整備後周遊ルート

イルカランド(串間市)

鵜戸神宮(日南市)

【現況】 【整備後】
津波浸水区間延長 ： 9.8㎞ → 0㎞
防災点検要対策箇所 ： 4箇所 → 0箇所

【現況】 【整備後】
平面線形が厳しい箇所 ： 33箇所 → 0箇所
縦断線形が厳しい箇所 ： 7箇所 → 0箇所

写真②
道路線形が厳しい区間の
木材輸送状況

・一方で、高速ネットワークがなく、広域移動や
定時性の確保が困難な日南市、串間市、志
布志市においては、観光客数が伸び悩んで
いる状況。 【図５,６】

お び

・直近では、平成３０年９月の台風２５号
の影響により、串間市で越波による道路
冠水で通行止めになるなど、災害に対し
非常に脆弱。 【図２,写真①】 国道220号
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H20.9.18（冠水）5ｈ
全面通行止め

H30.9.30（越波）2.7ｈ
全面通行止め

乗用車 小型貨物 普通貨物

油津区間 約8,900台/日 約2,400台/日 約1,800台/日

串間・夏井区間
約2,500～
3,000台/日

約800～
1,400台/日 約1,400台/日

ダグリ岬(志布志市)

飫肥城(日南市)

・また、志布志港では、原木輸出量が国内シェアの
３割を誇る日本一の木材出荷拠点であり、地域の
産業にとって重要な物流拠点。【図４】

・しかし、その主な輸送経路である国道２２０号は、
道路線形が厳しい箇所が多く存在し、輸送効率
に影響するなど、走行性、安全性に課題。

写真①越波による通行止め

↑至 志布志市

↓至 日南市

国道220号

※1：県としての新たな「津波浸水想定」の設定
についてH25.2.19 【宮崎県】
鹿児島県津波浸水想定の設定について
H30.6.13 【鹿児島県】

・全体事業費 ： 約７５０億円

・計画交通量 ： 約４，７００～１３，１００台/日
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油津区間：宮崎県日南市大字平野～

油津区間：宮崎県日南市南郷町中村甲

串間・夏井区間：宮崎県串間市大字串間～

鹿児島県志布志市大字志布志町帖
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（第１種第３級、２車線、設計速度８０km/h）

・延 長 等： 20.5km 油津区間： 6.4㎞

く し ま

にち なん

串間・夏井区間：14.1㎞
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【図２,写真②】
図４
原木輸出量の港別割合

資料：貿易統計

【宮崎県国土強靭化地域計画・鹿児島県地域強靭化計画】

（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

注)上段の値は清武JCT～志布志ICを対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の費用便益分析結果
※1：EIRR：経済的内部収益率 ※2：基準年（平成30年）における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：4%）

図７ 整備後の防災機能ランク

■道路ネットワークの防災機能評価結果

■費用便益分析結果
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注）上記の値は清武JCT～志布志ICを対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の防災機能評価結果
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B/C EIRR※1 総費用 総便益

2.4
（1.1）

14.5%
（4.8%）

1,162億円※2

（544億円※2）
2,791億円※2

（622億円※2）

【未来みやざき創造プラン】
【かごしま未来創造ビジョン】

【宮崎県観光振興計画】
【鹿児島県観光振興基本方針】
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一般部 橋梁部 トンネル部

標準横断図(単位：ｍ)

一般国道２２０号 （東九州自動車道）油津・夏井道路に係る新規事業採択時評価
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計画縦断図
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〔奈留～夏井〕 ＋ 〔油津～南郷〕 ＝ 〔合計〕
全体延長： 14.1㎞ ＋ 6.4㎞ ＝ 20.5㎞
土工延長： 12.6㎞（89%）＋ 4.0㎞（62%）＝ 16.6㎞（81%）
橋梁延長： 0.4㎞（ 3%）＋ 0.7㎞（11%）＝ 1.1㎞（ 5%）
ﾄﾝﾈﾙ延長： 1.1㎞（ 8%）＋ 1.7㎞（27%）＝ 2.8㎞（14%）

橋梁
（L=20m） 橋梁（L=20m）

（２０２０年度開通予定）


